
 

認知科学と人工知能    小堀  火曜４講時 
 
 
 
 
 
 
 
注意：以下の問題において用いられる記号・用語などの表現は，特に断らない限り，講義において用いたものとする．なお，用語の
問題においては同じ答となることはない．同じ答を書いた場合はその部分を０点とするので，注意すること．また，漢字で書くべき
ところを仮名で書いたり，誤字があったりした場合もＯ点とする（英語で解答してもよいが，スペルミスは同様に０点とする）． 
 
１．次の文中の空欄ａ～ｅに当てはまる用語を書きなさい． 
 

人間の問題解決過程については， ａ によりモデル化すること
ができる．一方， ａ は，エキスパートシステムで用いられる知
識表現でもある． ａ は，人間の ｂ に対応するワーキングメ
モリと長期記憶に対応する ｃ ，およびそれらの内容を照合し，
ワーキングメモリを書き換える ｄ から構成される． ｃ は if
～then形式の ｅ の集合から成る． 
 

ａ（         ）ｂ（      ）ｃ（        ） 
 

ｄ（        ）ｅ（         ） 

 
２．下の図は人間の大脳皮質の区分を図示したものである．これに
ついて図中の空欄ａ～ｅに当てはまる用語を書きなさい． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ａ（    ）ｂ（    ）ｃ（    ）ｄ（    ）ｅ（    ） 
 
３．下図は形式ニューロンにより構成された回路の例であり，矢印
はユニット間の結合を，矢印に付けられた数字は結合の重みを，丸
印の中の数字は閾値を示す．この回路で XOR 演算が行えることを下
記の表で示しなさい． 
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cでの計算過程と結果 dでの計算過程と結果 eでの計算過程と結果 
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ただし，マカロックとピッツによる形式ニューロンの情報処理のモ
デルは以下の式で示されるとする． 
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ここで， ix はニューロンへの入力， iw はシナプスの結合の重み，θ
は閾値， y はニューロンの出力を示している． 

 
４．問題の状態空間を系統的に探索する方法について考えてみよう． 
 
（１）右図のような閉路を含まないグラ
フによる表現形式を何と呼ぶか？ 
 
（           ） 
 
（２）縦型探索（深さ優先探索）や横型
探索（幅優先探索）のような系統的な探
索においては，以下のようなアルゴリズ
ムで探索を行う（注：open リストとは
今後調べなければならない節点のリス
トのことをいう）．  

初期節点を open リストに入れる 
LOOP：もし open リストが空ならば失敗として終了 
n に open リストの最初の要素を入れる 
n が目標節点ならば n を返して成功として終了 
open リストから n を取り除く 
open リストの内容を更新する 
LOOP に戻る   
系統的な探索では，節点を展開させ，open リストの内容を更新す

る．横型探索の場合は，展開したすべての子節点を open リストの
最後部に入れる．一方，まだ展開されていない節点が open リスト
の後ろに残る．以上のことから，上の図の状態空間を横型探索で最
後まで探索した場合の探索順序を示しなさい．※左右については左
を優先して探索するとする．  
（Ｓ→                          ）  
（３）上記の場合に open リストがどのように変化するか示しなさ
い． 
 
（Ｓ）→ 

 
 
５．認知科学と人工知能に関わる，次の各説明文に相当する用語を
答えなさい． 

 
（１）人間の感覚において刺激の強さＳとそれに対する弁別閾ΔＳ

の比は一定であるとする法則  （          ） 
 
（２）一般的な規則から個別的な事実を導く推論  （     ） 
 
（３）高等動物の行動は刺激とそれに対する反応では説明できない

ことが多いという立場に立ち，行動主義心理学と対比される心
理学  （          ） 

 
（４）従来の固定的な計算機視覚ではなく，環境に相互作用的に働

きかける機械による視覚  （          ） 
 
（５）現実世界と人工世界を融合して活用する技術で，バーチャル
リアリティを発展させたもの  （          ） 

（裏面への解答不可） 
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